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（り0・23再2十の？÷す－いい目こ［＝コ

（之）（頼信〇十［＝コ÷ほ主は33十孟）＝「・ら
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2．血。各喝鴻もちさい。つ払蚤、）

（．）L中学枚でt古木摘l。テニス部とサッわ一書Ptこ人，て、、長塩租の合計が拍0人でした。
l

￥の後〒ニ細のTとサ・リト中の土の生徒が野球姉二束わヮ枯れ干、ラニ碑
とサlリカー申lこ入，てt－3吐礼の合計はⅦ人と専l）ました。ネ乃財＝こサ、ソわー野l二人，て

いた射走は伺、人で叫．tでLは。厨と訂壊数碑に礪lT吊こと噂で至も、、とし暮す。
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昔より大きく「よ頼さ、、瑚鵜l招敵招べてポ痛さ、、。

薦団。台雨がか）暮す。告人中諭拍車沌して憫輸

させてせき3立伺。表面積を泰軌専さ、、。七ビし、円同

車時3．再とし寺1。

右亀のようも長　雨捕C　が怠　銅。逆BC、CD上じ

接拙息E、F銅は
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①三姉川EDと三色形DEF。面積抜毛麦机なき、t。

②三郎律FGの面魂が信明tのとき、長　形購C　の面魂書家鴫もU。

・あ摘御薗路の料金戸に繕、毎分決誅，七台敏の阜耳や，て空音す。料金恥こ博料金

噴け剛へゲートが伺廿的甘哀　与す。招とき車が合歓て㌣拍並んでしまった重で、酷沌

与け所lこしもどこう、ちょうどら鎗後lこ温んで＼1ろ車が合密でl蛸にもり暮しも．互のもと牛津

ヨが所lこし七とこち、3分和こして令ゞ七云うど1分衡こ車の並びが亀く瑞リまし仁。どの酷ト

毛輪抽リlこ穐漣できち卓の台掛さ伺げす。＞k。軌こ癒軋甘山。（．12点、）

（。卓が与‘摘んれ音詩とき、酷トを拍所lこして、、tゞ、車の並朗もくもち書で

何分ガが）ましたか。

（2）卓の並びが瑞くもヮ七

、13卓が金串で．20台
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一千ト…萌申しも。2細こして骨ゞ□梱lこは凱で
んて、－ました。□lこもてはま3最もlhtも盤教皇鬼L昔さIl．
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上　どの他lこ毒lや「の教卓が机もれ右目盤教皇㌢机高、さ、，碩lこ

2、3、年、∫、も、計、9、20、22、23、2㌧、2百、2‘、2g、29、…

沌ヾま1。漣。間lこ港丸紅七、、。（融、）
けち

（。　のよぅち2禍の蟄敬礼22、・23、・‥、椚はし、くつもりま了わ、。

（之）明年古布巷白。直観で梱。

（。2012着亀の啓為、専イ可で寸が。

S．周の最上が？Oc伽の円があ・リ、周上lミ息Aをとり暮す。

受っのポールP、＆時、点、Aもス勺－トして、Pl書埼竜十

まわリlこ毎鮒叶C叫、乱暗転時計まわ男こ毎幼つ細

の痩せで足れでれ円周上を動きます。

瑚てP接、摘怠、、、靂冒して、考の薇透きが入れ

鮎リ、Pl摘朝日C叫、乱l沌勅年C叫の速壬ビ、もと来手円喝上をもどり再。

これ軋味Pと軋、古癖態寸頼通に速さが入れがもり、もと来朱門恥を　ビリ寺。

tぜし紅′しの大きさl絹とも、、ものとし書1。二転喝誹五机、、。（l接、）

り　ネビ机て衝如　のけス『－トして甘ゞイ可紡機で寸か。

（2）l音紬で禰喪寸言寺でに、三師多AP札がこ璃逆三色形とも3ことず、右リ暮す。

信奉摘再が。す可て凱怜さ、、。｝

（り　ストトして鵬与漕。妙徳書でlこ、三笥形APQ．、含何回こ専政三色軌こもり暮しtか。

も．三色棍ABC－DEFと直玉碑PEFC－G的J　糾せ扇風

のよう屯立碑が載ります。ここでBCニ86＝2。叫、BE＝与。軸

です。さゞlこ息Al書BC。よんヰ。息kの真上、こもり、AKニ2。叫、

一息DけEFのまLやの点し。真上lこあリDLニつ。凧です。

頭の軌藩え鴨きり。tでL姉、、。華頑1才

（直面績）ズ（融）膏です。（融、）

（l）この立場書ヨ息A、H、工を盛る平面でt巧，もとき、

息β紺も立番の傭私書伺cMです舟．

（z）（l）でできも点Bを債も五庵を3息A、G、Hモ嵐3平面で叫っ仁と壬、華錆が

大き、、七の立碑のイ年額は欄。言です甘．
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